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【公開番号】特開2001-320321(P2001-320321A)
【公開日】平成13年11月16日(2001.11.16)
【出願番号】特願2001-87815(P2001-87815)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｂ   7/26     (2006.01)
   Ｈ０４Ｂ   1/707    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｂ   7/26    　　　Ｘ
   Ｈ０４Ｊ  13/00    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月25日(2008.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　移動局を動作させる方法であって、
　前記移動局に複数の復調器フィンガをそなえた復調器を設けるステップと、
　前記移動局をアイドル・モードにするステップと、
　前記アイドル・モード中に前記複数の復調器フィンガの１つを用いて割り当てられてい
ないチャネルを隣接するセルから測定するステップと、
　前記複数の復調器フィンガの１つを用いて現在割り当てられているチャネルを測定する
ステップと、
　前記移動局が静止しているか否かを検出するステップと、
　前記移動局が静止しているならば前記復調器の活動を低下させるステップとを含み、
　ここに前記復調器の活動を低下させるステップは、移動局全体の活動を停止させること
なく前記の割り当てられていないチャネルを測定するために使用される前記複数の復調器
フィンガの１つの活動を停止させることによって実行されることを特徴とする移動局を動
作させる方法。
　　【請求項２】　前記の各フィンガは、時間多様化されている信号を受信するために使
用されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　【請求項３】　前記の復調器フィンガはＣＭＯＳ回路を含むことを特徴とする請求項
２に記載の方法。
　　【請求項４】　前記移動局はＲａｋｅ受信機を含むことを特徴とする請求項１に記載
の方法。
　　【請求項５】　前記の活動を低下させるステップは、前記復調器におけるアイドル・
モード処理をおそくするステップを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　【請求項６】　前記復調器の活動を低下させるステップは、前記複数の復調器フィン
ガの１つへの電圧供給を切断することによって実行されることを特徴とする請求項１に記
載の方法。
　　【請求項７】　前記復調器の活動を低下させるステップは、前記復調器フィンガにお
ける信号状態変化を阻止することによって実行されることを特徴とする請求項１に記載の
方法。
　　【請求項８】　前記の阻止するステップは、前記復調器フィンガの少なくとも１つへ
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のタイミング信号を切断するステップを含むことを特徴とする請求項７に記載の方法。
　　【請求項９】　前記の割り当てられているチャネルは、共通制御物理チャネルＣＣＰ
ＣＨであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　【請求項１０】　前記の割り当てられているチャネルは、共通主パイロット・チャネ
ルＣＰＩＣＨであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　【請求項１１】　前記の割り当てられていないチャネルは、共通制御物理チャネルＣ
ＣＰＣＨであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　【請求項１２】　前記の割り当てられていないチャネルは、共通主パイロット・チャ
ネルＣＰＩＣＨであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　【請求項１３】　前記移動局が静止しているか否かを判定するために移動インジケー
タが計算されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
　　【請求項１４】　前記移動インジケータが、前記移動局に存在する移動検出器で計算
されることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
　　【請求項１５】　前記移動インジケータが、受信された信号における電力レベル又は
その他の下り回線測定パラメータの変化を検出するために使用されることを特徴とする請
求項１３に記載の方法。
　　【請求項１６】　サービスをしているセルの受信信号強度インジケータＲＳＳＩ、隣
接するセルの受信信号強度インジケータＲＳＳＩ、サービスをしているセルの信号対干渉
比ＳＩＲ、隣接するセルの信号対干渉比ＳＩＲ、サービスをしているセルの受信信号コー
ド・パワーＲＳＣＰ、隣接するセルの受信信号コード・パワーＲＳＣＰ、サービスをして
いるセルのブロック誤り率ＢＬＥＲ、隣接するセルのブロック誤り率ＢＬＥＲ、サービス
をしているセルのビット誤り率ＢＥＲ及び隣接するセルのビット誤り率ＢＥＲからなるグ
ループから選択された少なくとも１つのパラメータに基づいて前記移動インジケータを計
算するステップを含むことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
　　【請求項１７】　移動インジケータが少なくとも所定の期間中、あるしきい値を超え
ない場合、探索器活動の処理速度を低下させるステップを含むことを特徴とする請求項１
に記載の方法。
　　【請求項１８】　移動局を含む電気通信システムであって、前記移動局は、無線周波
ブロックを有する受信器と、複数の復調器フィンガを含む復調器と、前記移動局をアイド
ル・モードにする手段と、前記アイドル・モード中に前記複数の復調器フィンガの１つを
用いて割り当てられていないチャネルを隣接するセルから測定する手段と、前記複数の復
調器フィンガの１つを用いて現在割り当てられているチャネルを測定する手段と、前記移
動局が静止しているか否かを検出する移動インジケータと、移動局全体の活動を停止する
ことなく前記の割り当てられていないチャネルを測定するために使用される前記複数の復
調器フィンガの１つの活動を停止することによって、前記移動局が静止しているならば前
記復調器の活動を低下させる活動制御器とを含んでいることを特徴とする電気通信システ
ム。
　　【請求項１９】　ＷＣＤＭＡシステムを含むことを特徴とする請求項１８に記載の電
気通信システム。
　　【請求項２０】　移動局であって、無線周波ブロックを有する受信器と、複数の復調
器フィンガを含む復調器と、前記移動局をアイドル・モードにする手段と、前記アイドル
・モード中に前記複数の復調器フィンガの１つを用いて割り当てられていないチャネルを
隣接するセルから測定する手段と、前記複数の復調器フィンガの１つを用いて現在割り当
てられているチャネルを測定する手段と、前記移動局が静止しているか否かを検出する移
動インジケータと、移動局全体の活動を停止することなく前記の割り当てられていないチ
ャネルを測定するために使用される前記複数の復調器フィンガの１つの活動を停止するこ
とによって、前記移動局が静止しているならば前記復調器の活動を低下させる活動制御器
とを含んでいることを特徴とする移動局。
　　【請求項２１】　請求項２０に記載の移動局を含むことを特徴とする電気通信システ
ム。
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　　【請求項２２】　ＷＣＤＭＡシステムを含むことを特徴とする請求項２１に記載の電
気通信システム。
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